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鴻
臆
館

・
福
岡
城
跡
歴
史

・
観
光

・
市
民
の
会

―
福
岡
城
市
民
の
会
―

理
事
長
　
石

井

　

幸

孝

４８
万
ッ面
の
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
過

去
に
天
守
閣
と
４７
の
櫓
が
存
在
し
た
福

岡
城
は
、
築
城
の
名
手
加
藤
清
正
を
し

て
感
嘆
せ
し
め
た
名
城
で
し
た
。
古
代
の

国
際
交
流
拠
点
、
鴻
臆
館
と
も
重
な
り
合
っ
て
、
ア
ジ
ア
を
通

じ
て
世
界
に
繋
が
る
都
市
の
歴
史
的
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
性
格

は
今
日
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
幸
い
に
も
広
大
な
城
地
や
石
垣

・

本
丸

。
二
の
九
な
ど
の
件
ま
い
は
、
良
く
往
時
の
形
を
残
し
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
名
城
で
す
が
、
意
外
と
福
岡
の
市
民
の
関
心

が
薄
く
、
ま
た
外
か
ら
訪
れ
る
人
に
も
影
が
薄
い
の
は
不
思
議

で
す
。
大
き
な
城
下
町
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
お
城
が
今
で
も

町
の
要
に
な
っ
て
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。

２‐
世
紀
に
は
い
っ
て
、
日
本
は
経
済
一辺
倒
か
ら
文
化
を
大
切

に
す
べ
き
時
代
に
は
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
財
産
に
、
ま

ず
は
市
民
が
関
心
を
は
ら
っ
て
、
文
字
通
り
福
岡
の
ン
ン
ボ
ル

に
、
憩
い
の
場
に
、
名
所
に
し
て
い
」う
と
で
つ
、
幅
広
い
運
動

を
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
待
望
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
と
し
て
１７
年
２
月
８
日
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
①
福
岡
城
を
文
化
財
と
し
て

整
備

・
保
存
し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
天
守
閣
の
復
元
も
め
ざ
し
ま

す
。
②
市
民
の
財
産
と
し
て
活
用
し
、
名
所
に
育
て
あ
げ
、

観
光
活
性
化
に
も
つ
な
げ
ま
す
。
③
お
城
に
ゆ
か
り
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
昨
年
９
月
２７
日
に
は

「
観
月
の
宴
」
を
大

成
功
裡
に
催
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
ン」の
４
月
６
日
に
は

観
桜
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
④
福
岡
に
は
お
城
ゆ
か
り
の
も

の
が
市
中
に
沢
山
あ
り
ま
す
し
、
研
究
者
も
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
、
研
究
活
動
や
見
学
会
、
さ
ら
に
は
福
岡
城
ゆ
か
り

の
各
地
の
訪
問
旅
行
も
計
画
し
ま
す
。

趣
旨
に
ご
賛
同
の
方
々
に
は
、
会
員
と
し
て
ふ
る
っ
て
ご
参
加

を
い
た
だ
き
、
一人
一人
が
お
城
に
親
し
み
な
が
ら
、
「天
下
の
名

城
を
も
っ
た
福
岡
」
に
す
る
、
大
き
な
市
民
運
動
に
し
て
い

」

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ご
支
援
願
い
ま
す
。

写真:福岡城跡・冬景色



1趾
麟

珊
②ツ|す

バ
Ｐ
Ｏ
法
人
殻
え
―で
ヱ
っ
た
各
地
。

平
成
１５
年
４
月
、
黒
田
如
水
公
没
四
百
年
遠

忌
に
ち
な
ん
で
有
志
が
集
い
、
任
意
団
体

「福
岡

城
四
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
が
発
足
し

ま
し
た
。
観
桜
の
宴

・
黒
田
藩
ゆ
か
り
の
土
地
を

請

師

「
ツ ．鴨

膵

赳

磋

一

福
岡
城
跡
散
策
マ
ッ
プ
の
作
成
等
々
多
岐
に
わ
た

る
事
業
を
実
施
し
、
平
成
１６
年
３
丹
解
散
い
た
し

ま
し
た
。
解
散
に
当
た
っ
て
、
引

‐，
き
続
き
市
民
共
々

に
こ
の
活
動
を
発
展
≡
一
，
一
一
一
‐
資
き
を
一
一
一

継
ぐ
団
体
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る
こ
と

が
申
し
合
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
黒
田
奨
学
会
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
１６
年
７
月
に
読
売
新
聞
社
の
ご

好
意
に
よ
り
、
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
に
事
務
所

を
構
え
此
に
依
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
に
向
け
て

の
拠
点
が
出
来
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
時
点
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
に
向
け
て
の

活
動
が
活
発
化
し
、
理
事
長

石
井
幸
孝

・
副
理

事
長
中
島
敏
行

。理
事
新
井
治
夫

。井
口
雄
哉
・

稲
員
大
三
郎

・
岡
部
定
一郎

・
緒
方
世
喜
子

・
各

務
章

上
局
倉
清
子
・長
徳
重

・監
事

仁
田
辰
治

・

顧
問

麻
生
渡

・
山
崎
広
太
郎

・
田
尻
英
幹

・
黒

田
長
久

・
黒
田
長
高
各
氏
の
役
員
就
任
承
諾
も

頂
き
、
９
月
１
日
に
は
任
意
団
体
の
鴻
臆
館

・
福

岡
城
跡
歴
史

・
観
光

・
市
民
の
会
を
設
立
す
る
に

至
り
ま
し
た
。
以
後
、
引
き
継
い
だ
資
産
を
も
と

に
、
任
意
団
体
と
し
て
会
員
募
集
や

「観
月
の
宴
」

な
ど
を
実
施

・
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

９
月
１５
日
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
総
会
を

開
催
し
、
１０
月
６
月
に
福
岡
県
知
事
宛

「
設
立

．認
証
申
請
書
」
を
■
出
し
受
理
さ
れ
ま
し
た
。
１０

丹
２５
日
に
は
福
岡
県
公
報
第
２
３
０
９
号
に
、
当

会
の
設
立
認
証
申
請
が
１０
月
６
日
に
あ
っ
た
旨
、

公
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
ヶ
月
間
の
申
請
書
類
の
縦
覧
後
、
平
成
１７
年

２
月
２
日
認
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

法
務
局
へ
の
設
立
登
記
も
２
月
８
日
に
完
了
、

初
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鴻
臆
館

・
福
岡
城
跡
歴
史

・

観
光

・
市
民
の
会
が
成
立
し
、
任
意
団
体
よ
り
Ｎ

Ｐ
Ю
法
人
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

．
今
後
は
法
人
と
し
て
認
知
さ
れ
る
と
共
に
、
税

の
負
担
な
ど
の
義
務
が
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
申
し
送
り
を
受
け
て
か
ら

１０
ヶ
月
余
り
、
や
っ
と
設
立
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
多
数
の
皆
様
の
ご
援
助
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後

」ヽの
会
が
息
長
く
活
動
を
継
続
し
、
会
の

目
的
を
達
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
会
員
の
増
加

も
大
変
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

福
岡
城
完
成
後
四
百
年
の
年
、
平
成
１９
年
度

に
は
、
夢
の
会
員
数
１
万
人
を
目
標
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
の
運
営
は
勿
論
の
こ
と
会

員
増
に
つ
き
ま
し
て
も
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（総
務
班

¨
松
井

・
渡
辺
）

福ビル店営業時間 平 日 午前 11時～午後9時
土 日 午前 11時～午後8時30分
席数80席 (お座敷6名様～20名様)

木店 (立花寺店 )

〒816-0062

え 神 石 ビル 店

〒8100001

福岡市博多区立花守1丁目934
TEL(092)503-3687(代 )

FAX(092)503-6280本
福岡市中央区天神1丁ヨ11 17 BlF
TEL(092)714-0030(イt)
FAX(092)714-0146ぶ

⑧彰 十 れネ家
林絵 社 峰松本家

0どんモば興 蒲鉾の澤屋



稲
・岡
城

．過
程
で
は
最
も
優
れ
た
黒
■
如
水
一
長
政
の
縄
張

‐り
で
あ
‐‐‐る‐‐
ど
‘
〓
わ
れ
る
で
．福

‐
岡
城
の
か
壕
り
の

は
西‐元
い
本‐可
卸
一
』
】
¨
い
れ
ば
¨
』
」
輸
蒟
嘲

ば
ら
し
い
¨
一
・　

●
●
一
一　
　
・
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一●

●
■
魔
十
六
年
十
二
丼
二
十
三
■

一ヽ
鴻‐
臆
館
跡

』

瑚

抒

町
に
律
畔

餞

製

｝

松
前
桜

上
二
春
滝
桜
Ｙ

ウ
メ
・
ス
イ
レ
ン
六
ス
六

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
・
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ
・
ア
ジ
サ
イ

・
フ
ジ

・
ツ

ク
シ
オ
オ
カ
ヤ
ツ
リ

・
ス
イ
セ
ン
な
ど
多
彩
で
四
季

折
々
の
美
し
さ
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
仲
秋
の

名
月
を
古
城
か
ら
見
る
宴
も
開
か
れ
る
。
秋
、
真

黄
色
に
紅
葉
し
た
銀
杏
の
も
と
黒
田
二
十
五
騎
の

「お
お
ほ
り
ま
つ
り
」
は
圧
巻
で
あ
る
．
荒
津
の
舞

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
る
ア
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
る
。

今
年
度
か
ら
新
し
く

「
福
岡
城
ど
ん
た
く
演

舞
台
」
が
福
岡
城
跡
の
上
の
橋
大
手
門
に
設
置
さ

れ
ま
す
。
も
と
も
と
正
月
の
祝
い
に
、
松
ば
や
し

ど
ん
た
く
は
福
岡
城
か
ら
繰
り
出
し
て
い
た
。

西
鉄
の
バ
ス
停
留
所
の
名
も

「平
和
台
鴻
臆
館

前
」
と
変
更
で
き
た
。
「大
手
門
前
」
も

「福
岡
城

大
手
門
前
」
に
変
え
た
ら
観
光
客
に
も
便
利
で
あ

る
。
観
光
と
い
え
ば
福
岡
城
内
の
案
内
板
は
何
と

も
み
す
ぼ
ら
し
い
。
も
っ
と
大
き
く
分
か
り
や
す

く
多
国
語
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

今
、
東
京
も

「江
戸
城
天
守
閣
復
元
」
の
運
動

が
起
き
あ
が
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の

江
戸
城
天
守
台
を
台
命
に
よ
り
、
最
初
に
築
い
た

の
は
福
岡
藩
の
黒
田
長
政

・
母
里
太
兵
衛

・
野
口

一成
で
あ
っ
た
。

（学
術
班

¨
荻
野
）

浜の町別邸へ移築の当時武具櫓 (福岡県図書館蔵 )

昭和 20年の空襲で消失した。



編
集
・発
行
／
鴻
臆
館
　
福
岡
城
跡
歴
史

・
観
光

・
市
民
の
会
　
　
ＴＦ
ＥＡ
」Ｘ

００
９９
２２
Ｈ
７７
Ｈ
６６
Ｈ
８８
２２
３５
８４

住
　
　
　
一所
／
〒
８
１
０
１
０
０
４
２
　
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
１
１
１２
‐
‐５
　
ユ亜
冗
福
岡
ビ
ル
７
階

デ
ザ
イ
ン
・印
刷
／
（有
）
セ
ブ
ン
プ
リ
ン
テ
イ
ン
グ

NF10日ⅥA」T10N

塩笹坂榊権薦小後工木杵川川加加鹿楓 77

田野本原藤田松藤藤下築野崎藤藤毛  
名

明佳泰 宜千京仁耶史裕愛賢裕俊博
恵  映  ―

子子秀忠子雄子公子郎允朗治子子通巖

年 .ヽ´ ● ´ ■ 、̈_■ _´ tl、、■ ´■ヽ´■‐摯 ‐ |^‐ |■ _^■ _11´ ■ヽ―■ ri、 1,_―こ■ ‐・ ■ヽ :́|´^■―‐́ ||_■1■・ ■ ″'■ ‐ヽ キ =́‐

'´

・ヽ 、́■ ´ :t‐ヽ ■ ヽ ■■_■ 、́ ■卜ヽ _■

（２
月
１８
日
現
在
）

蝙輻躙躙蒻躙輻輻輻塀
７団体

明
か
る
い
町
づ
く
り
協
議
会

黒
田
奨
学
会

（株
）
黒
田
屋

藤
香
会

博
多
き
も
の
き
ろ
う
会

（有
）
ブ
レ
ネ
ツ
ト

（株
）
山
口
油
屋
福
太
郎８

団
体

（株
）
近
鉄
ホ
テ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

博
多
都
ホ
テ
ル

（株
）
天
盃

（株
）
西
日
本
新
聞
旅
行

〓自
　
木
　
　
　
威

青

木

幸

雄

伊

藤

紀

子

稲
　
益
　
』県
　
昭

丼

福

周

介

岩

橋

萬

逢

浦

上

貞

雄

大
　
神
　
釜
口　
郎

大

島

汐

子

大

島

泰

治

大
　
塚
　
一示
　
子

大
　
塚
　
　
　
正

大

穂

博

子

大

山

弘

道

緒

方

悠

子

小

河

昭

三

尾
　
一化
　
キ
リ
ヱ

71 11 17 77 77 77 77 fl l″鷺乙
員長長

渡本松野鶴津因竹荻大伊島岡

辺村丼田川田 田野山藤野部

■ 寛亮弘靖慶和 忠弘紀 定
土      友     ―
順彊明佑信子‐喜準行道子均郎

監       理副理

日 向 同 ″
靱

事       事長長

仁長高各緒岡稲井新中石

田 倉務方部員口井島井

辰徳清 世定大雄治敏幸

治重子章子郎郎哉夫行孝

吉安森森宮母仁西西西中藤長因筑 30

田武田 川里田野川 島   紫
名

寿清 悦 忠辰智芳憲敏金徳和千
次     一 之 友

樹蔵守郎毅=治泉泉郎行助重喜代

問

黒黒田山麻

田田尻崎生

長長英広

太

高久幹郎渡

`‐

■● イ書 、ヽ‐ .ヽ_,_´ ■――●_ン ■`、ィ,′ ■ 、ヽそ ‐―
'ヽ

‐

志

岐

洋

子

林

　

　

誠

一

Ｈ。障・〔場は　赫　晰　莉四卿
一

嚇　̈　醸里”　嚇　̈　赫美村一

一̈
一ミエ馬．平由『̈
時い一

鶴

川

隆

之

宮

田

浩

子

一

動　蜘　一　峙　赫　嘲　抑恵『一

水ヽ
　
渕
　
和
　
子

　

士
口
　
田
　
二
八
郎

ヽ

中

尾

大

介

士
Ｔ

水

重

男

¨

嘲

鋼
のい

鞣

明
で
砕

事
脚
ま
Ｌ
欅

」

ふ蓄亀統錯お鷹層督零   ;看:鷲薄趾饂 1捉鶏IT?智マ「F‐

み
で

参

加

募

集

リ
ク

春
の
お
城
ま
つ
り
観
桜
の
宴

四
月
六
日
（水
）
十
二
時
三
〇
分
～

舞
鶴
公
園
福
岡
城
跡

多
聞
櫓
、
本
丸
跡

特
別
観
賞
圏
券
一二
、
〇
〇
〇
円

〈幕
内
弁
当
・酒
。お
み
や
げ
付
き
〉

芸
設
る
ア
ー
ジ
に
て
多
彩
な
催
し
有

参
加
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で

電
話
・フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
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ァ

ッ

ク
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２
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７

１
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１

８

２
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４

「主

な
事

業

予
定

」

◆
福
岡
城
の
修
復
・復
元
を
目
指
す
市
民

運
動
を
行
う

◆
鴻
朧
館
・福
岡
城
跡
の
史
跡
探
訪
ラ
リ

ー
等
を
開
催
し
て
理
解
を
深
め
る

◆
「幻
の
天
守
閣
」
の
構
築
を
目
指
す

◆
天
守
閣
を
語
る
勉
強
・研
究
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

◆
バ
ス
ツ
ア
ー
（市
内
コ
ー
ス

県
内
外
コ

ー
ス
等
、黒
田
家
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
）

◆
鴻
臆
館
・福
岡
城
に
関
す
る
小
冊
子
出

版
頒
布

◆
鴻
臆
館
・福
岡
城
の
歴
史
ビ
デ
オ
や
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
等
を
制
作

◆
公
報
「お
城
だ
よ
り
」
の
発
行
（年
四
回
、

鴻
臆
館
・福
岡
城
の
歴
史
や
文
化
等
、〈ム

員
相
互
の
情
報
等
掲
載
）

◆
「福
博
」
が
有
す
る
伝
統
芸
能
文
化
保

護
育
成

◆
春
・秋
二
回
の
「お
城
ま
つ
り
」を
開
催

◆
観
光
客
へ
鴻
臆
館
や
福
岡
城
の
ガ
イ

ド
や
資
料
提
供

‡

脚 別 ′″ノ4考イタ グアのプテオテ名 /をテーマ″ιた美 ιい老舗ホテル

ベネツィアングラスシャンデリアはじめ、ミラノで特注された家具・調度品、

北イタリアのマエストロ達の手による美術・工芸品など

館内はすべて北イタリアのアートで満たされる優雅な空間です。

鴻臆館・福岡城跡歴史・観光 市民の会 理事

公
表取締
箕 高 倉 清 子

政府登録ホテル ロ本ホテル協会会員

Ｔ
一一 タカクラホ
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http://、、、

～
Ъv.takakura― hotel.co.jp

西鉄大牟出線「薬院駅J北口より徒歩1分

地下鉄七隈線「薬院駅Jl番出口より徒歩2分


